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𝑥𝐴について

原点における𝑥方向，𝑦方向の速度をそれぞれ

𝑣0𝑥 , 𝑣0𝑦 とする。

射出時刻を 𝑡 = 0とすると、𝑦方向の速度は、

𝑣𝑦 = 𝑣0𝑦 − 𝑔𝑡

である。

点Aで 𝑣𝑦 = 0となるから、点Aへの到達時刻 𝑡𝐴は、

𝑡𝐴 =
𝑣0𝑦

𝑔
=
𝑣0 sin 𝜃

𝑔

よって、

𝑥𝐴 = 𝑣0𝑥 𝑡𝐴 =
𝑣0

2 sin𝜃 cos 𝜃

𝑔

運動量保存則を𝑥方向に適用し、台衝突直前と一定速度となった状態を考える。

台衝突直前の小球と台の速度の𝑥方向成分をそれぞれ 𝑣
𝑥小球，𝑣𝑥台 とすると、

𝑚𝑣
𝑥小球 +𝑀𝑣

𝑥台 = 𝑚 +𝑀 𝑉𝑥

小球の𝑥方向の速度は維持されるので（水平面1は滑らかな表面）、

𝑣
𝑥小球 = 𝑣0𝑥 = 𝑣0 cos 𝜃, 𝑣

𝑥台 = 0

よって、

𝑉𝑥 =
𝑚

𝑚 +𝑀
𝑣
𝑥小球 =

𝑚

𝑚 +𝑀
𝑣0 cos 𝜃

𝑦𝐴について

原点における𝑦方向の速度は、

𝑣0𝑦 = 𝑣0 sin𝜃

力学的エネルギー保存則を考え、点Aでの

垂直方向速度が0であることを考慮すると、

𝑚(𝑣0𝑦)
2

2
= 𝑚𝑔𝑦𝐴

よって、

𝑦𝐴 =
(𝑣0𝑦)

2

2𝑔
=
𝑣0

2 sin2 𝜃

2𝑔

𝑥A = 𝑦A =

𝑥B = 𝑦B =

𝑚𝑔

𝑘
sin𝜃

𝑘𝑑2

𝑚
−
𝑚𝑔2

𝑘
sin2 𝜃

𝜋

2

𝑚

𝑘

𝑣0
2 sin 𝜃 cos 𝜃

𝑔

𝑣0
2 sin2 𝜃

2𝑔

(𝑒 + 2)
𝑣0

2 sin𝜃 cos 𝜃

𝑔

𝑒2𝑣0
2 sin2 𝜃

2𝑔

𝑚

𝑚 +𝑀
𝑣0 cos 𝜃








